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 せせ こま しいごみごみ した,雑 踏の中に意識する ともなぐ,吸 い込 まれて しまつている

事に慣れっこになつていた私はs北 海道の広大な美 しい素朴 さに,じ かに触れてふ と今ま

での自己 と言 うものを,振 り返つて見ずには論れない様な気が したのである。

 岸に寄せる波の色が,そ のまま砂に染み渡 りは しないか と思われ るほ どに,青 く澄み,

樹 々の葉や自然の花には,汚 れを知 らぬ子供 の様に ・芽生えた時のままの色を保 ち ・その

上には り果 しな くどこまで も空が続hて いる。

 これは何処の ことなのであろ うか 。日本に もこう言つた,心 の安 らぎを感 じさせて ぐれ

る場所があうたのか等 と,感 激 しなが ら観望 したのである。

 普段は1日 に何 十人,何 百人 とな く・見知 らぬ人 とすれ違い ・それ らを強いて見ないで

澄 こうと意識す ら して歩 ぐのに,こ の国では,畑 に立つ人,路 々を歩 ぐ人,山 を切 り開 ぐ

お じさん,み やげ売のみぱさんr人 一人が印象深い 。他人 よりもテ ンポの遅い私は特に

この様なのんU'hし た繰 り返 しが ・たまらな く魅力に感ぜ られるのであつた 。

 しか し峠に立つアイヌ人 ・白老の アイヌ部落の人々は,都 会の中の孤独 なs淋 しい人々

の集まウを,そ のまま ポイと摘んで持つて来た感 じを我々に与えて ぐれた様である。

 7月 も終 り近てだと言 うのに,全 く涼 しい快適な旅 を楽 しむ ことがで き ・想像を うらぎ

るどころか,よ りいつそ うの感銘 を与えて くれた北海道の素 晴 しい自然,こ の良さが ・失

われ ることな七いつまでも残つてむいてほ い(。 又,神 秘の摩周湖 も,い つの世 も変わる
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ことな ぐs謎 を秘めたあの碧さを失 わないでいて ぐれます様に 一…
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